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	UI設計技術基礎研修

対象：企画・開発・設計・品質・デザインなど、商品UIに関わる人全て

	・設計者他の担当者間で「使いやすさ」の認識がバラバラ

・「使いやすい商品設計」の基準がわからない

　　　「自分が使いやすい商品が良いのだ」

　　　「便利なアイデアを盛り込めば使いやすくなるさ」

　　　「GUIを見栄え良く作れればOK」

	

	・「誰でもこれを使えば『正解』が得られる（マニュアル）」ではなく

　「使いやすさってこう『考える』んだ！」の意識改革を目標に設定

・カリキュラム

1. モチベーションアップ実習

2. 人間工学/認知工学の基礎知識習得

3. 実習を通して「ユーザー要求中心の基本的考え方」と「UI設計の流れ」を知る

(1) ユーザー要求分析

(2) 操作仕様設計

(3) ラピッドプロトタイピング

4. UI評価の基礎知識習得

5. UIの要素である、GUIデザイン、取説各部門との協業を学習

6. 実際にUI設計の考え方を自己の業務に導入するに当たっての問題点や方策を　ディスカッション

	・4年間延べ約200名が受講

・受講者は「UI設計」「使いやすさ」に対する考え方を理解

・受講者(所属部署)からHIラボへの業務依頼が増加

・受講者の部署との協業時に話が通じやすくなった

・教育（講義）のノウハウ蓄積

	メディア教育開発センターの黒須先生から他社での研修実施例をヒアリング

	研修内のカリキュラム項目など



	・受講者アンケートの結果、満足度は高い

　　・「認識が変わった」「業務に活かしたい」「他の人にも受講させたい」等の発言多数



	・上記の通り、受講者の意識改革は達成されている

・マネジメントレベル、組織レベルへの浸透が課題


プラクティス名





問題と課題の�設定


（どの様な問題、課題があったか）





次工程の名称











ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞ先





ﾍﾞﾝﾁﾏｰｷﾝｸﾞの


内容





社内顧客の


満足度





自己評価








得られた


成果/効用








プロセスや手順の改善点





（何を、どの様に変更したか）











(社)日本事務機械工業会
1 / 1
02/03/05

